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親

鸞

に

お

け

る

「真
」

―
熟
語
を
含
む
用
例
と
思
想
―

谷

川

理

宣

O

は
じ
め
に

親
鸞
聖
人
の
著
述
を
読
む
と

「真
」
「真
実
」
及
び

「真
」
を
含
む

用
語

の
多

さ
が
目
に
つ
く
。
龍
谷
大
学
真
宗
学
研
究
室
編

の

『親
鸞
聖

人
著
作
用
語
索
引
』
(教
行
信
証
之
部

・和
漢
撰
述
之
部
)
で
調
べ
て
見
る

と
、「真

」
(59
)
(カ
ッ
コ
内
数
字
は
使
用
頻
度
数
・以
下
同
じ
)
「真
因
」
(8
)

「真
影
」
(4
)
「真
観
」

(2
)
「真
偽
」
(3
)

「真
教
」
(5
)
「真
仮
」

(8
)
「真
解
脱
」
(7
)
「真
金
」
(3
)
「真
言
」
(17
)
「真
言
宗
」
(1
)

「真
言
秘
教
」

(1
)
「真
実
」

(鵬
)

「真
実

一
心
」
(2
)

「真
実
行
」

(1
)

「真
実
功
徳
」
(5
)
「真
実
功
徳
相
」
(n
)
「真
実
決
了
」
(1
)

「真
実
証
」

(3
)
「真
実
証
果
」
(2
)
「真
実
浄
信
心
」
(1
)
「真
実
誠

種
之
心
」

(1
)
「真
実
誠
満
之
心
」

(1
)
「真
実
心
」
(33
)
「真
実
信
」

(7
)
「真
実
信
海
」
(1
)
「真
実
信
樂
」
(8
)
「真
実
信
心
」
(46
)
「真

実
信
心
海

」
(2
)

「真
実
難
信
之
法
」
(1
)
「真
実
之
教
」
(3
)
「真

実
之
利
」

(1
)

「真
実
之
利
益
」
(1
)

「真
実
報
土
」

(13
)

「真
実
方

便

之

願

」

(1

)

「真

実

明

」

(4

)

「真

実

門

」

(1
)

「真

珠

」

(1
)

「真

宗

」

(29
)

「浄

土

真

宗

」

(14

)

「真

宗

念

仏

」

(2
)

「真

書

」

(1
)

「真

性

」

(1
)

「
真

証
」

(2
)

「真

心

」

(30

)

「
真

身

」

(2

)

「真

信

」

(2
)

「真

説

」

(4
)

「真

詮

」

(1

)

「真

像

」

(3

)

「真

諦

」

(1
)

「真

丹

」

(1

)

「真

智

」

(1
)

「真

土
」

(2
)

「真

如

」

(14
)

「真

如

一
実

」

(2
)

「
真

如

実

相

」

(2

)

「真

如

海

」

(
2
)

「真

如

三

昧

」

(1
)

「真

如

法

性

」

(1

)

「真

応

」

(1

)

「
真

筆

」

(1
)

「真

仏

」

(1
)

「真

仏

弟

子
」

(4

)

「真

法

」

(1
)

「真

宝

」

(
4
)

「真

妙

」

(
5
)

「真

無

量

」

(2
)

「真

門

」

(13
)

「真

文

」

(1

)

「真

利

」

(1

)

「真

理

」

(3
)

な

ど

が

あ

る

。

他

に

「正

真

」

な

ど

の

よ
う

に

、

「
真

」

が

頭

に

こ

な

い
熟
語

の
用

例

も

あ

る
が
繁

を
避

け

て
今

は
取

り

上

げ

な

い
。

何

故

、

親

鸞

聖

人

は
、

こ

の

よ
う

に

多

数

の

「真

」

「真

実

」

な

ど

の
用

語

を
使

用

さ

れ

た

の
だ

ろ
う

か
。

上

例

だ

け

で
、

6

4

7

例

に
達

す

る
。

他

の

「経

・
論

・
疏

」

に

比

べ
れ

ば

圧

倒

的

に
多

い
。

そ

の
理

由

を

明

ら

か

に
す

る

こ
と

に

よ

っ
て
親

鸞

聖

人

の

い
た

だ

か

れ

た

「浄

　ユ
　

土
真
宗
」

の
教
え
の
内
容
が
深
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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親

鸞

に
お
け
る

「真
」

(谷

川
)

私
は
こ
こ
で
次

の
四
点
か
ら
論
じ
て
み
た
い
。
①
親
鸞
聖
人

の
立
脚

地
と

「真
」
「真
実
」
と
の
関
係
、
②

「真
」
の
中
国
思
想
に
お
け
る

位
置
付
け
、
③
主
な
仏
典
に
お
け
る

「真
」
の
用
例
、
最
後
に
、
④
中

国
古
典
に
お
け
る

「真
」

の
思
想
と
親
鸞
聖
人

の
最
晩
年

の

「自
然
法

爾
」
の
思
想
と
の
関
連

で
あ
る
。

口

親
鸞
聖
人

の
立
脚
地
と

「真
」

「真
実
」
と
の
関
係

親
鸞
聖
人
は
、
自
分

の
立

つ
べ
き
教
義

の
根
幹
を

「真
仮
偽
」

の
決

判
に
お
か
れ
た
。
そ
れ
は

「破
邪
顕
正
」
即
ち

「正
邪
」
の
分
別

の
立

場
、
或

い
は

「善
悪
」

の
分
別
の
立
場
に
は
立
た
れ
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
親
鸞
聖
人
の
比
叡
山
で
の
修
行
の
苦
闘

の
跡
が

あ
る
よ
う
に
思
う
。
つ
ま
り
、
何
故
比
叡
山
で
の
修
行
を
捨
て
ら
れ
た

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「正
邪
」
の
分
別

の
立
場
、

「善
悪
」
の
分
別

の
立
場
に
立

て
ば
、
実
は
自
分
が
や
っ
て
き
た
比
叡
山
で
の
厳
し
い
修

行
の
跡
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
た
と
思
う
。
私
は
、
こ
れ
だ
け
の

厳
し
い
修
行
を
、

「間
違

い
な
く
」
山
の
行
儀
に
則
り
、

「正
し
く
」
規

則
ど
お
り

に
や

っ
て
き
た
。
こ
れ
以
上
何
を
や
れ
と
い
う
の
か
。
し
か

し
、
表
向
き
は
誤
魔
化
せ
て
も
、
自
分
の
内
面
は
、
自
分
に
は
誤
魔
化

せ
な
か
っ
た
。
煩
悩
の
渦
は
い
く
ら
修
行
し
て
も
納
ま
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
に
、
「正
邪
」
「善
悪
」
の
立
場
に
立
つ
仏
教

(自
力
聖
道
の
道
)
で

は

「真
の
救

い
」
が
自
分

に
は
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
苦
悶
さ
れ
、

六
角
堂

の
参

龍
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「正
邪
」
「善
悪
」

の
立
場
は
、
実
は
相
対
的
分
別
の
世
界
、
人
為
の

入
り
込
む
余
地
が
残

っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
聖
人
は
、
人

間
の
真
実
の
救
い
は
、
人
為

・
分
別
を
超
え
た
世
界
に
し
か
見
出
せ
な

い
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
れ
故

「真
実
そ
の
も
の
」

の
世
界
を
求

め
て
、

吉
水
の
法
然
上
人
の
許

へ
行
か
れ
た
の
で
あ
る
。

親
鸞
聖
人
の
思
想

の
特
徴
は
、
常
に

「真
偽
」
だ
け
を
問
題
に
す
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
仏
教
思
想

の
重
要
な
思
想
で
あ
る

「方
便
」

「仮
」
の
思
想
を
持
ち
込
ん
で
展
開
す
る
と
こ
ろ
に
、
後
に
述
べ
る
中

国
の
老
荘
思
想
に
な
い
深
ま
り
が
あ
る
と
思
う
。

「真
実
」
と

「方
便
」
、
即
ち

「真
仮
」
の
関
係
、
そ
れ
と

「真
実
」

と

「虚
偽
」
即
ち

「真
偽
」

の
問
題
が

『教
行
信
証
』
全
体
を
通
し
て

論
じ
ら
れ
る
。
「仏
身
・仏
土
」

の
思
想
、
人
間

(私
)
の
救
済
と
自
覚

(信
)
の
問
題
、

「世
界

・
社
会
」
と
の
関
係
な
ど
が

「真
仮
」

「真
偽
」

の
範
疇
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

「真
実
」
と
い
う
の
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
に
お
い
て
も
、

不
変

で
な
け
れ
ば

「真
実
」
と
は
言
わ
な
い
。
親
鸞
聖
人
に
と
っ
て
、

そ
の
よ
う
な

「真
実
」
な
る
も
の
は
人
間
の
中

に
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
「真
実
」
な
る
も
の
に
出
遇
わ
な
け
れ
ば
、
本

当

の
意
味
で
の
救

い
は
得
ら
れ
な

い
。
そ
こ
に
法
然
上
人
を
通
し
て
、

人
間
を
超
え
て
人
間
を
見
い
だ
し
た

「
ア
ミ
ダ
」
な
る
如
来
を
発
見
し

た
。
『大
無
量
寿
経
』

こ
そ
真
実

の
経
で
あ
り
、
教
え
で
あ
る
と
断
言

さ
れ
た
の
は
、
そ
こ
に
人
間
を
超
え
て
人
間
を
見

い
だ
し
た

「ア
ミ
ダ
」
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親
鸞

に
お
け

る

「真
」

(
谷

川
)

な
る
如
来
を
発
見
し
た
か
ら
で
あ
る
。
阿
難
の
問

い
掛
け
に
よ
り
導
き

出
さ
れ
た

「法
蔵
菩
薩

の
物
語
」
は
、
迷

い
の
人
間
を
救
お
う
と
し
て

は
た
ら
く

「真
実
の
開
顕
」

で
あ
っ
た
。

「真
実
」
は

「虚
偽
」
な
る
も
の
を
排
除
す
る
。
と
同
時
に
、
「真
実
」

は

「虚
偽
」
な
る
も
の
に
虚
偽
で
あ
る
と
教
え
、
気
づ
か
せ
、
真
実
に

目
覚
め
さ
せ
よ
う
と
は
た
ら
く
。

「真
実
」
は

「虚
偽
」
な
る
も
の
を

摂
取
し
て
捨

て
な
い
の
で
あ
る
。

親
鸞
聖
人

は
、

「真
実
」

の
そ
う
い
う
は
た
ら
き
を
、
弥
陀

の
内
に

見
い
だ
し
た
。
十
七
願
は

「真
実
」
が

「真
実
」
の
は
た
ら
き
を
具
現

化
す
る
世
界

で
あ
る
。
「南
無
阿
弥
陀
仏
」
と

い
う
言
葉

の
仏
と
な
っ

て
、
浄
土
を
飛
び
出
し
て
迷

い
の
衆
生
を
救
お
う
と
は
た
ら
き
出
す
。

そ
れ
を
聖
人

は

「大
行
」
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
十
八
願
は
、
十
七

願
成
就
の
名
号
が
十
方
衆
生

の

一
人
ー

に
向
っ
て

「真
実
に
目
覚
め

よ
」
と
は
た
ら
き
呼
び
掛
け
、
そ
し
て
信
を
も

っ
て
救

い
取
る
世
界
で

あ
る
。
「至
心
廻
向
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
十
八
願
文

で
大
事
な
の

は

「唯
除

の
文
」

の
受
け
止
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
私
達
に

「救
わ
れ
な

い
私
」
(悪
人
)
の
自
覚
を
う
な
が
し
、
真
実

へ
転
ず
る
の
で
あ
る
。
十

九
願
、
二
十
願
は

「真
実
」
に
目
覚
め
よ
う
と
願
い
な
が
ら
、
救
い
の

方
向
を
誤

っ
て
い
る
も
の
を
辛
抱
強
く
待
ち
、

つ
い
に
は
真
実
の
悟
り

へ
と
導

こ
う
と
誓

い
は
た
ら
い
て
い
る
世
界
で
あ
る
。
二
十
二
願
は
、

迷

い
の
中
に
あ
り
な
が
ら
自
分
が
迷
っ
て
い
る
と
も
気
づ
か
ず
に
生
き

て
い
る
衆
生

に
、
衆
生
と
共

に
歩
な
が
ら
、
真
実
を
伝
え
、
目
覚
め
さ

せ
よ
う
と
い
う
願
い
を
持
っ
て
は
た
ら
く
還
相
の
菩
薩
の
世
界
で
あ
る
。

親
鸞
聖
人
は
、
そ
う

い
う
如
来
の
は
た
ら
き

に

「真
実
」
そ
の
も
の

の
世
界
を
見
出
し
、
そ
の

「真
実
」
そ
の
も
の
に
目
覚
め
る
こ
と
、
即

ち

「機
法
二
種
の
深
信
」
が

「真
実
の
救
い
」

で
あ
る
と
い
た
だ
か
れ

た
の
で
あ
る
。
親
鸞
聖
人
に
お
け
る

「真
」
「真
実
」

の
強
調
は
、
聖

人

の
深
い
真
摯
な
求
道
が
導

い
た
世
界
で
あ
る
。

「浄
土
宗
の
な
か
に
真
あ
り
仮
あ
り
。
真
と
い
ふ
は
選
択
本
願
な
り
、
仮
と
い

ふ
は
定
散
二
善
な
り
。
選
択
本
願
は
浄
土
真
宗
な
り
、
定
散
二
善
は
方
便
仮

　
　

　

門
な

り
。
浄
土
真
宗

は
大
乗

の
な
か

の
至
極
な
り
。
」

(末
燈

抄
)

「善
悪

の
字
し
り
が

ほ
は

お
お
そ
ら
ご
と

の
か
た
ち
な
り

　
ヨ

　

是
非
し
ら
ず
邪
正
も
わ
か
ぬ

こ
の
み
な
り
」

そ
こ
に
語
ら
れ
る

「真
実
」
は

「如
来
の
真
実
」
で
あ
り
、
「如
来
」

が

「真
実
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
こ
の
世

の

「人
間
」
と

「人
間
が
作
り
出
し
た
世
界
」
と
を
隅
な
く
照
ら
し
出

す
。
「真
実
」
に
照
ら
し
出
さ
れ
た

「人
間
」
と

「人
間

の
作
り
出
し

た
世
界
」
と
は
、
実
は

「真
実
」
に
背

い
た

「そ
ら
ご
と
、
た
わ
ご
と
、

ま
こ
と
あ
る
こ
と
な
き
」
世
界
で
あ
り
、
私
達
は
そ
の
中
に
生
き
て
い

る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「そ
の
こ
と
に
気
づ
け
」

「そ
の
事
実
に

目
覚
め
よ
」
と

い
う
の
が
如
来
真
実

の
願
い
で
あ
り
、
そ
こ
に
だ
け
、

そ
の
迷
い
の
世
界
を
超
え
て
生
き
ら
れ
る
世
界
が
実
現
す
る
と
誓
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

「そ
れ
が
救
い
だ
」
と
。
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親
鸞

に
お
け

る

「真
」

(谷

川
)

日

中
国
古
典
に
お
け
る

「真
」

中
国
の
思
想
は
、
大
き
く

「儒
家
」
の
思
想
と

「道
家
」
の
思
想
と

に
分
け
ら
れ
る
。

「儒
家
」

の
思
想

は
、
端
的
に
言
え
ば

「人
為
」
の
思
想

で
あ
る
。
人

間
の
理
性
を
磨
き
、
「正
邪
」
「善
悪
」
を
分
別
し
て
、
「正
」
「善
」
な

る
行
い
を
身
に
付
け
、
「邪
」
「悪
」
な
る
心
を
起
こ
さ
ず
生
き
て
い
く

こ
と
が
、
人
と
人
と
の
間
を
生
き
る

「人
倫
の
道
」
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
特
別
に
人
間
理
性
を
超
え
た
存
在
を
必
要
と
し
な

い
。
従

っ
て
そ
の

基
準
は

「正
邪
」

「善
悪
」
で
あ
っ
た
。
「儒
家
」
の
聖
典
に

「真
」
の

用
例
を
見
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
「道
家
」
(老
荘
思
想
)
の
思
想
で
は
、
「正
邪
」
「善

悪
」
よ
り
も

「真
偽
」
の
分
別
が
重
視
さ
れ
る
。
「人
為
」
を
排
し
て

「自
然
」
な
る
世
界
、
「真
」
な
る
世
界
を
生
き
る
こ
と
が
重
ん
じ
ら
れ

る
。
当
然

「真
」
の
用
例
も
多
い
。

『老
子
』
に
は
、
「其
中
有
物
、
窮
分
冥
分
、
其
中
有
精
、
其
精
甚
真
、

其
中
有
信
。
」
(21
章
)
「脩
之
於
身
、
其
徳
乃
真
」
(54
章
)
な
ど
の
用

例
が
あ
る
。

『荘
子
』
で
は
、

「真
」
(25
)
「真
偽
」
(1
)
「真
君
」
(1
)
「真
宰
」

(1
)

「真
人
」
(8
)
「真
性
」
(1
)
「真
知
」
(1
)
な
ど
が
見
え
る
。

そ
の
ほ
と

ん
ど
が
道
家
の
中
心
思
想
を
な
す
思
想
用
語

で
あ
る
。

「客
日
、
真
者
、
精
誠
之
至
也
。」

(雑
篇
漁
父
)

「真
在
内
者
、
神
動
於
外

。
是
所
以
貴
真
也
。」

(雑

篇
漁
父
)

「真
者
、
所
以
受
於
天
也

。
自
然
不
可
易
　
。」

(雑
篇
漁
父
)

「且
有
真
人
而
後
有
真
知
。
」

(内
篇
太
宗
師
)

「真
」
と
は
、
人
為

(偽
も
し
く
は
仮
)
の
反
対
。
純
粋
無
雑
。
あ
る

が
ま
ま
で
外
物
に
汚
さ
れ
て
い
な
い
、
所
謂
天
然
真
実
の
意
。
天
理

の

自
然
、
自
己
の
本
来
性
を
意
味
す
る
。
「道
家
」

で
は
、

「人
為
」
を
排

し
、
「自
然
」

の
ま
ま
な
る

「無
」
「真
」
の
世
界

へ
帰
入
し
、
そ
こ
を

遣
遥
す
る
こ
と
こ
そ

「真
実
の
道
で
あ
る
」
と
説
く
。

四

仏
典
に
お
け
る

幽真
L

「真
」
「真
実
」
の
漢
語
に
対
応
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
は
、
平
川

彰
編

『仏
教
漢
梵
大
辞
典
』
に
よ
れ
ぼ
、
「真
」
に
つ
い
て
は
、

な
ど
十
九
語
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

「真
実
」
に
つ
い
て

は
、

な
ど

四
十
九
語
が
上
げ

て
あ

る
。
「真
如
」
の
対
応
語
は

な
ど
十
三
語
が
あ
る
。

仏
典
で
は

「真
」
「真
実
」
の
使
用
例
は
、
思
想
用
語
と
し
て
は
、
挑

秦
の
鳩
摩
羅
什
訳

の

『妙
法
蓮
華
経
』
の
訳
出

さ
れ
た
後
に
よ
く
見
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
ず

「浄
土
経
典
」
を
見
て
み
る
と
、
『大
無
量
寿
経
』

(曹
魏

・
康

僧
頻
訳
、
但
し
実
際
は
、
東
晋
仏
陀
跋
陀
羅

・
劉
宋

・
宝
雲
共
訳
)

で
は
、

「慧
眼
見
真
」

「無
上
正
真
之
道
」

「真
証
」
「真

人
」
「真
仏
」

「真
妙
」

な
ど

の
用
例
が
あ
る
。
又

「真
実
之
利
」

「真
実
之
義
」
な
ど
の
用
例
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親
鸞

に
お
け

る

「真
」

(谷

川
)

も
あ
る
。

『観
経
』
に
は

「真
実
色
身
」
の
語
が
あ
る
。
『阿
弥
陀
経
』

(羅
什
訳
)

に
は

「真
」
の
用
例
は
な
い
。

主
な
大
乗
経
典
で
は
、
『
法
華
経
』
(銚
秦
・鳩
摩
羅
什
訳
)
で
は

「真
」

の
用
例
は
少
し
多
く
な
る
。
し
か
し

、「真
」
は

「余

二
則
非
真
」
の

一

例
が
思
想
用
語
と
し
て
の
用
例
で
、
他
は
形
容
詞

・
副
詞
と
し
て
用

い

ら
れ
て
い
る
。
「真
実
」
の
用
例
は
八

つ
あ
る
。
「如
来
真
実
功
徳
」
「皆

是
真
実
」-
な
ど
あ
る
。
他

に

「真
実
相
」
「真
実
法
」
な
ど

の
例
が
あ

る
。
『勝
髭
経
』

(劉
宋
・
求
那
跋
陀
羅
訳
)
に
お
い
て
は

「真
実
」
が
八

例
あ
る
。
又

『維
摩
経
』
に
お
け
る

「真
」
は
九
例
あ
る
が
思
想
用
語

は

「非
真
非
有
」
の
二
例
の
み
。
「真
実
」
は
二
例
あ
る
。

次
に
親
鸞

聖
人
に
と
っ
て
大
事
な
経
典
で
あ
る

『華
厳
経
』
と

『大

般
浬
藥
経
』

と
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

『華
厳
経
』
(東
晋

・仏
陀
跋
陀
羅
訳
)

(但
し
二
十
巻
ま
で
検
索
)
で
は
、

「真
実
」

の
用
例
は
八
十
ほ
ど
あ
る
が
、
そ
の
中
で

「真
実
」
が
し

つ

か
り
し
た
思
想
的
意
味
付
け
を
も
っ
て
使
用
さ
れ
て
く
る
。
例
え
ば
、

「真
実
無
二
相
」

「解
真
実
」
「真
実
無
差
別
」

「如
来
真
実
」
な
ど
の
よ

う
に
、
「真
実
」
が

「法
」
(ダ
ル
マ
)
や

「如
来
」
を
意
味
す
る
言
葉

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

他
に

「真
実
」
を
冠
し
た
用
語
が
多
数
使
用
さ
れ
て
い
る
。
「真
実

観
」

(12
)

「真
実
義
」

(12
)

「真
実
行
」

(5
)

「真
実
性
」

(16
)

「真

実
際
」
(7
)
「真
実
相
」
(11
)
「真
実
法
」
(16
)
な
ど
で
あ
る
。
ま
た

「真
如
」
(5
)
の
用
例
も
あ
る
。

「真
実
」
と
い
う

「真
」
と

「実
」
と
が
結
び

つ
い
た
用
語
は
漢
訳

仏
典
に
使
用
さ
れ
た
も
の
が
最
初
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
中

　　
　

国
古
典
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
用
語
で
あ

る
。
そ
う
す
る
と
、

い

つ
頃
か
ら
使
用
さ
れ
た
の
か
、
又
初
出

の
経
典
は
何
か
と
い
う
こ
と
が

問
題
に
な
る
が
、
今

の
と
こ
ろ
私
に
は
確
定
で
き

て
い
な
い
。
魏
訳
の

康
僧
顎
訳
と
さ
れ
る

『大
無
量
寿
経
』
の
翻
訳
年
代
が
上
記
の
よ
う
に

下
が
る

(四
二
一
年
頃
)
と
、
銚
秦
の
鳩
摩
羅
什
訳
の

『法
華
経
』
、
そ

し
て
こ
の
東
晋

の
仏
陀
跋
陀
羅
の

『華
厳
経
』
な
ど
が
早
い
方
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
「真
実
」

の
用
語
の
意
味
付
け
も
明
確
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

『大
般
浬
盤
ハ経
』

(三
十
六
巻
本
。
宋

・
慧
厳
等
訳
出
)
(但
し
十
二
巻
ま

で
検
索
)
で
も
、
「真
実
」
の
用
例
は
多
数
見
る
こ
と
が
で
き
る

(31
)。

そ
の
中
で
、

「真
実
」
を
定
義
す
る
重
要
な
文
章
が
い
く

つ
か
あ
る
。

「言
実
諦
者
、
名

日
真
法
。

善
男
子
、
若
法
非
真

、
不
名
実
諦
。

(中
略

)
若

以
真
実
、
為
実
諦
者

、
真

実
之
法
、
即
是
如
来
虚
空
仏
性
。
」

(大
正

1
六
八
五

a
)

「言
真
実
者
、
即
是
虚
空
。
虚
空
者
即
是
真
実
。
真
実
者
即
是
仏
性
。
仏
性
者

即
是
真
実
。
」

(大
正

1
六

八
五

b
)

㈲

「真
」

「真
実
」
と

「自
然
法
爾
」

の
思
想

親
鸞
聖
人
の
教
学
表
現

の
中
に
、
最
晩
年
に
な
っ
て

「自
然
法
爾
」

の
思
想
が
現
わ
れ
る
。

一
般
に
聖
人
の
仏
道
の
行
き
着

い
た
世
界
を
表
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親
鸞

に
お
け
る

「真
」

(谷

川
)

現
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
「他
力
本
願
」

の
思
想
と

「自
然
」

の
思

想
と
を
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
が
少
し
唐
突
な
感
じ
が
す
る
。
し
か
し
、

そ
こ
に
単
に
字
義

の
解
釈
に
よ
る
結
び

つ
き
だ
け
で
な
く
、
そ
の
底
に

流

れ
る
思
想
が
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
が

「真
」

「真
実
」
で
あ
る
と
私

は
考
え
る
。
親
鸞
聖
人
が

「真
実
」
そ
の
も

の
を
追
求
し
て
ゆ
く
中
で
、

見
い
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

「真
実
」
そ
の
も
の
が

「自
然
」

の
道
理
で
あ
り
、
「真
実
」
そ
の
も
の
が
具
体
的
に
は
た
ら
き
出
す

(慈

悲
心
と
誓
願
に
よ
り
)
は
た
ら
き
が

「本
願
他
力
」
「南
無
阿
弥
陀
仏
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に

「他
力
」
と

「自
然
」
が

「真
実
」
そ

の
も
の
を
媒
介
と
し
て

一
つ
に
な
る
世
界
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「自
然
」
は
・老
荘
思
想

の
キ
ー

・
ワ
ー
ド
の

一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は

「無
」
や

「道
」
と
同
義
で
あ
る
。
ま
た

「自
然
」
な
る
こ
と
が

「真
」

で
あ
る
。

「真
者
、
所
以
受
於
天
也
。
自
然
不
可
易
　
。
故
聖
人
法
天
貴
真
。」
(『荘
子
』

雑
篇
漁
父
)、

こ
こ
に

「真
実
」
な
る
も
の
は
、
天

(宇
宙
の
道
理

・
人
為
を
超
え
た

世
界
)
か
ら
授
か
る
も
の
と
さ
れ
る
の
は
、
親
鸞
聖
人
の
信
心
の
領
解
、

「如
来
よ
り
た
ま
わ
り
た
る
信
」
と
い
う
こ
と
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

ま
た

「真
実
」
は

「は
た
ら
き
そ

の
も
の
」
と
い
う
理
解
は
、
『荘

子
』
の
次

の
文
に
あ
る
。

「若
有
真
宰
而
特
不
得
其
朕
。
可
行
巳
信
而
不
見
其
形
。
有
情
而
無
形
。」
(内

篇
斉
物
論
篇
)

こ

れ

は

「自

然

法

爾

事

」

(『
末
灯
抄
』
)

の
文

の

「無

上

仏

と
申

す

は

、

か

た

ち

も

な

く

ま

し

ま

す
。

か

た

ち

も

ま

し

ま

さ

ぬ

ゆ

え

に
自

然

と

は

申

す

な

り

」

と

い
う

の
に

そ

っ
く

り

で

あ

る

。

そ

の
よ

う

な

「真

理

」

「真

実

」

そ

の

も

の
が

、

老

荘

で
は

「自

然

(
お

の
ず

か
ら

し
か
る
も

の
)

で
あ

っ
た

。

親

鸞

聖

人

は

、

そ

れ

を

「他

力

」

と

領

解

さ

れ

た

。

そ

れ

が

「自

然

法

爾

事

」

の
文

、

「自
然
と

い
ふ
は
、
も
と
よ
り
し
か
ら
む
る
と

い
ふ

こ
と
ば
な
り
。
弥
陀
仏

の

御

ち
か

ひ
の
、
も
と

よ
り
行
者

の
は
か
ら

ひ
に
あ
ら
ず

し

て
、
南
無
阿
弥
陀

仏

と
た

の
ま

せ
た
ま

ひ
て
、

む
か

へ
ん
と
は

か
ら
は
せ
た
ま

ひ
た

る
に
よ
り

て
、
行
者

の
よ
か
ら

ん
と
も

あ
し
か
ら
ん
と
も

お
も
は

ぬ
を
、
自
然
と

は
申

す
そ
と

き
き

て
候

ふ
。
」

と

い
う

こ

と

で
あ

る

。
そ

の
真

実

な

る
も

の

の
大

慈

悲

心

か

ら

の
は

た

ら

き

が

「南

無

阿
弥

陀

仏

」

で
あ

る
。

そ

れ

が

「弥

陀
仏

は
自

然

の
や

う

を

し

ら

せ

ん

れ

う

な

り
」

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

た

だ

、

す

べ

て

が

同

一
と

い
う

こ

と

で

は

な

い
。

荘

子

の
思

想

と
親

鸞

聖

人

の
思

想

と

の
間

に

、

あ

る

決

定

的

な

違

い
が

あ

る
。

そ

れ

は

「願

」

(本

願
)

の
有

無

と

い
う

こ

と

で

あ

る

。

従

っ
て
、

そ

れ

は

そ

の

根

源

に

あ

る

「
大

慈

悲

心

」

か

ら

発

現

し

て

く

る

「方

便

」

「仮

」

の

思

想

の
有

無

の
問
題

と

い
う

こ
と

に

な

る
。

荘

子

の

思

想

に

も

、
親

鸞

聖

人

の
思

想

に

も

「究

極

の
世

界

」

と

し

て
、

「真

実

在

な

る
境

地

」

が

説

か

れ

て

い

る
。

『
荘

子

』

で
は

、

そ

れ

は

「真

」

「道

」

「
自

然

」

「
天

」

な

ど

と

表

現

さ

れ

る
。

又

親

鸞

聖

人
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親
鸞

に
お
け
る

「真
」

(谷

川
)

は
、
そ
れ
を

「滅
度
」
「真
実

の
浄
土
」

「真
報
土
」
な
ど
と
言
わ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
共
に
、
そ
の
世
界
に
目
覚
め
、
そ
こ

へ

「還
る
こ
と
」

又
は

「往
く

こ
と
」
が
、
人
間
が
人
間
の
本
来
性
を
取
り
戻
す
道

で
あ

り
、

「真
の
救
い
」
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

た
だ

『
荘
子
』
で
は
、
ど
う
し
た
ら
、
そ
の

「真
実
在
な
る
世
界
」

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
又
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
そ
こ
へ
往
け
る

の
か
、
帰
れ

る
の
か
。
「真
に
反
る
」
「真
を
全
く
す
」
な
ど
と
説
か
れ

て
は
い
る
が
、
そ
の
方
法
は
明
確
に
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
「座
志
」
の

思
想
、

「忘

己
」
(己
を
忘
れ
る
)

の
思
想
億
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
具

体
的
な
も

の
は
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
親
鸞
聖
人
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
の
中
に
、
私

た
ち
凡
夫

が
救
わ
れ
て
往
く

(往
生
す
べ
き
)
世
界
と
、
そ
こ

へ
往
生

す
る
方
法

(救
い
の
法
)
が
既
に
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。

罪
悪
深
重
、
煩
悩
熾
盛

の
凡
夫

(如
来
の
見
極
め
)
で
あ
る
私
達
は
、

自
分

の
力
で

「真
実
在
な
る
世
界
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
、
迷

っ

て
い
る
こ
と

を
大
悲
さ
れ
て
、
本
願
を
起
し
、

「真
実
」
を
知
ら
せ
る

す
が
た

為
に

「真
如

の
世
界
」
か
ら
飛
び
出
さ
れ
た
相
が

「南
無
阿
弥
陀
仏
」

と
い
う
は
た
ら
き
そ
の
も
の

(大
行
)
の
仏

で
あ
る

(十
七
願
)
。
そ
し

て
、
人
間
の
思
い
に
合
わ
せ
て
は
た
ら
き
、
遂
に
は
人
間
に

「自
己
の

真
実
相
」
(迷
い
・苦
悩
す
る
相
・
生
死
出
離
の
無
生
身
11
機
の
深
信
)
を
知

ら
せ
、
同
時

に

「真
実
在

の
世
界
」
(浄
土

・
自
然
)
を
教
え
、
そ
こ
へ

還
る
方
法

(念
仏
)
を
も
明
ら
か
に
し
て

(如
来
真
実
の
法
の
深
信
)、
救

い
の
道
を
説
き
明
か
さ
れ
た
の
が

「浄
土
真
宗
」

で
あ
る
。
そ
の
こ
と

を
端
的
に
述
べ
ら
れ
た
の
が

「自
然
法
爾
事
」

と
い
う
文
章

で
あ
り
、

ま
た
詳
細
に
述
べ
て
あ
る
の
が

『教
行
信
証
』

で
あ
る
。

1

親
鸞
聖
人

に
お
け

る

「真
実
」

に

つ
い
て
論

じ
た
も

の
に
、
武

田
龍
精

「親
鸞

浄
土
教

に
お
け
る

「真
実
」

の
概

念
」

(『
真
宗
学
』
第
88
号
)
が
あ

る
。
親
鸞

聖
人

の
著
作

を
中
心

に
綿
密

な
考
証

が
な

さ
れ

て
い
る
。

2

真
聖
全
II

(六
五
七
～

八
頁
)

3

真
聖
全
II

(五
三

一
頁
)

4

「真
実
」
な
る
熟
語
は
見
え
な

い
が
、
『荘
子

』
に
は

「真
」
と

「実
」
が

別

々
に
使
用
さ
れ
て

い
る
例

は
あ
る
。
ど

ち
ら
も

「真
実

な
る
も

の
」
「自

然

の
道

理
」
を
意
味

す
る
言
葉

と
し
て
使

用

さ
れ
て
い
る
例
は
あ
る
。

<
キ

ー

ワ
ー

ド
>

真

・
真

実

、

自

然

、

他

力

(九
州
龍
谷
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
)
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